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大 井 川 県 知 事 2 期 就 任 特 集 ～ 輝 か し い 実 績 を 追 う ～ 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

大 井 川 県 知 事 更 な る “ 挑 戦 ”
～ 新 し い 茨 城 づ く り を 加 速 ～

活 力 が あ り 、  日 本 一 幸 せ な 県
　
９ 月 ５ 日 に 執 行 さ れ た 県

知 事 選 挙 。 現 職 の 大 井 川 和彦 氏 は 約

6 6万 票 を 獲 得 し 、

新 人 の 田 中 重 博 氏 を 破 っ て２ 期 目 の 再 選 を 果 た し た 。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症拡 大 に よ り 、 両 陣 営 と も 対応 に 苦 慮 す る 中 、 大 井 川 氏の 掲 げ る 新 し い 茨 城 づ く りへ の 挑 戦 の 継 続 が 県 民 か ら

信 任 を 受 け た 。　
今 回 の 選 挙 戦 は 、 国 の 緊

急 事 態 宣 言 と 県 独 自 の 非 常事 態 宣 言 が 発 令 さ れ る 中 での 異 例 の 展 開 と な っ た 。

　
大 井 川 氏 は 感 染 拡

大 を 防 ぐ た め 街 頭 演説 を せ ず 、 街 宣 車 から の 遊 説 や イ ン タ ーネ ッ ト の Ｓ Ｎ Ｓ な どに よ り 、 コ ロ ナ 対 策や 企 業 誘 致 、 災 害 ・危 機 に 強 い 県 土 づ くり 、 医 師 確 保 、 教 育改 革 な ど の 自 ら の 施策 を 県 民 に 訴 え た 。　
午 後 ８ 時 す ぎ 、 当

選 確 実 の 報 が 流 れ ると 、 大 井 川 氏 は 支 持者 ら に 囲 ま れ 万 歳 三唱 し 、 ２ 回 目 の 当 選を 喜 ん だ 。 大 井 川 氏は 支 援 者 に 感 謝 し 、「 こ の ４ 年 間 で 茨 城の 底 力 を 確 信 し た 。こ れ か ら の ４ 年 間 でも っ と 引 き 出 し て 素晴 ら し い 県 に し て いく こ と が 私 の 務 め 」と 抱 負 を 述 べ た 。

１ 期 ４ 年 間 の 実 績 を 確 信 　
任 期 満 了 に 伴 う ９ 月 の 県 知 事 選

で 、 現 職 の 大 井 川 和 彦 氏 は ２ 期 目 の再 選 を 果 た し た 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ルス 感 染 症 拡 大 に よ り 、 国 の 緊 急 事 態宣 言 と 県 独 自 の 非 常 事 態 宣 言 が 発令 さ れ る 中 で の 異 例 の 展 開 と な っ たが 、 前 回 の 選 挙 時 よ り

1 5万 票 以 上 積

み 増 す な ど 、 新 し い 茨 城 づ く り へ の挑 戦 の 継 続 が 信 任 さ れ た 。　
大 井 川 氏 は 本 県 を 『 活 力 が あ り 、

県 民 が 日 本 一 幸 せ な 県 』 と す る ため 、 ◇ 新 し い 豊 か さ へ の チ ャ レ ン ジ◇ 新 し い 安 心 安 全 へ の チ ャ レ ン ジ ◇新 し い 人 財 育 成 へ の チ ャ レ ン ジ ◇ 新し い 夢 ・ 希 望 へ の チ ャ レ ン ジ

－ の ４

つ の チ ャ レ ン ジ を 掲 げ 、  「 挑 戦 」  「 スピ ー ド 感 」  「 選 択 と 集 中 」 の ３ つ の基 本 姿 勢 を 徹 底 し な が ら 、 各 種 施 策を 推 進 し て き た 。　 「 新 し い 豊 か さ 」 で は 、 車 載 電 池大 手 の エ ン ビ ジ ョ ン Ａ Ｅ Ｓ Ｃ ジ ャ パン の 新 工 場 誘 致 や 大 規 模 水 稲 経 営 体の 育 成 、 公 共 関 与 に よ る 新 た な 産 業廃 棄 物 最 終 処 分 場 の 整 備 、  「 新 し い

安 心 安 全 」 で は 災 害 対 応 や 県 立 あ すな ろ の 郷 の 再 編 整 備 な ど に 取 り 組み 、  「 新 し い 人 財 育 成 」 で は 県 立 高等 学 校 改 革 プ ラ ン の 策 定 、  「 新 し い夢 ・ 希 望 」 で は 偕 楽 園 の 魅 力 向 上 、茨 城 空 港 ・ 茨 城 港 の 利 用 促 進 な ど 、こ れ ま で の 常 識 に と ら わ れ な い 新 しい 発 想 に よ り 、 さ ま ざ ま な 分 野 で 成果 を あ げ て き た 。　
２ 期 目 の 県 政 運 営 に 当 た っ て は 、

今 後 の

1 0年 間 が 勝 負 と の 考 え の も

と 、 自 ら が 先 頭 に 立 ち 、 変 化 や 失 敗を 恐 れ る こ と な く 困 難 な 課 題 に 対 して 果 敢 に 挑 戦 す る と い う 初 心 を 貫き 、  「 い ば ら き の 底 力 」 を 活 か し た改 革 を 継 続 し 、 こ れ ま で 進 め て き た政 策 を さ ら に 一 歩 前 に 推 し 進 め て いく 考 え を 表 明 し て い る 。　
コ ロ ナ 対 策 や 急 速 な 人 口 減 少 ・ 少

子 高 齢 化 の 進 行 、 社 会 経 済 の グ ロ ーバ ル 化 な ど 、 激 動 の 時 代 の 舵 取 り を託 さ れ た 大 井 川 氏 。  今 回 の 特 集 で は 、２ 期 目 へ の 期 待 を 込 め て 、 こ れ ま での 大 井 川 県 政 の 実 績 を 検 証 す る 。

① 質 の 高 い 雇 用 の 創 出
成 長 分 野 の 企 業 誘 致 を 強 力 に 進 め 、 若 者 に 魅 力 あ る 雇 用 を つ く り ま す 。

■ 研 究 施 設 ・I T 関 連 企 業 な ど の 誘 致 　 ■ 東 京 圏 か ら の 本 社 機 能 の 誘 致

■ 産 業 を 支 え る 幅 広 い 人 材 育 成

② 新 産 業 育 成 と 中 小 企 業 等 の 成 長
先 端 技 術 を 取 り 入 れ た 新 産 業 の 創 出 や 、 中 小 企 業 の 支 援 を 行 い ま す 。

■ 先 端 技 術 を 取 り 入 れ た 新 産 業 育 成 　 ■ 医 工 連 携 の 促 進

■ 新 し い 産 業 集 積 づ く り 　 ■ 中 小 企 業 の 技 術 力 向 上 や 販 路 拡 大

③ 強 い 農 林 水 産 業
ブ ラ ン ド カ 強 化 や 国 内 外 の 販 路 開 拓 な ど の 取 組 を 推 進 し ま す 。

■ 農 林 水 産 業 の 成 長 産 業 化 　 ■ 未 来 の 担 い 手 づ く り

■ 県 食 材 の 国 内 外 へ の 販 路 拡 大 　 ■ 美 し く 元 気 な 農 山 漁 村 の 創 生

④ 多 様 な 働 き 方
多 様 で 柔 軟 な 慟 き 方 を 実 現 す る と と も に 、 東 京 圏 か ら 本 県 へ の 新 し い 人 の 流 れ

を つ く り ま す 。

■ ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推 進 　 ■ 女 性 が 活 躍 で き る 環 境 づ く り

■ 移 住 ・ ニ 地 域 居 住 、 Ｕ Ｉ Ｊ タ ー ン の 推 進

⑤ か け が え の な い 自 然 環 境 の 保 全 ・ 再 生
豊 か な 自 然 環 境 を 守 る と と も に 、 環 境 へ の 負 荷 が 低 い 社 会 環 境 づ く り を 推 進 し

ま す 。

■ 泳 げ る 霞 ヶ 浦 の 実 現 　 ■ 地 球 温 暖 化 対 策 の 推 進 　 ■ 循 環 型 社 会 づ く り

⑥ 県 民 の 命 を 守 る 地 域 医 療 ・ 福 祉
医 療 従 事 者 の 確 保 や 、 遠 隔 医 療 の 活 用 、 が ん や 精 神 保 健 対 策 な ど 、 地 域 医 療  ・
福 祉 の 充 実 を 図 り ま す 。
■ 新 た な 発 想 に よ る 医 師 の 確 保 　 ■ 新 た な 医 療 提 供 体 制 の 構 築 　 ■ 次 世 代 が ん
治 療 の 開 発 実 用 化 　 ■ こ こ ろ の 健 康 　 ■ 医 療 施 設 へ の ア ク セ ス 道 路 の 整 備

⑦ 健 康 長 寿 日 本 一
健 康 で い き い き と 生 活 し 、 活 躍 で き る 保 健  ・  福 祉  ・  医 療  ・  介 護 サ ー ビ ス の 支 援
体 制 を 構 築 し ま す 。
■ 茨 城 型 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 推 進 　 ■ 認 知 症 予 防 対 策 　
■ 高 齢 者 の 能 力 活 用 と 就 労 支 援 　 ■ 健 康 づ く り

⑧ 障 害 の あ る 人 も 暮 ら し や す い 社 会
福 祉 サ ー ビ ス の 充 実 、 自 立 支 援 、 就 労 機 会 の 拡 大 と 雇 用 の 拡 充 を 進 め ま す 。
■ 特 別 支 援 教 育 の 充 実 　 ■ 自 立 と 社 会 参 加 の 促 進 　
■ 障 害 児 ・ 者 な ど の 自 立 を 促 す キ ャ リ ア 教 育 の 推 進 ・ 就 労 支 援 の 強 化

⑨ 安 心 し て 暮 ら せ る 社 会
治 安 対 策 の 強 化 や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 動 を 支 援 し ま す 。
■ 公 共 交 通 の 維 持 ・ 確 保 　 ■ 犯 罪 の 起 き に く い 社 会 環 境 づ く り 　
■ 犬 猫 殺 処 分 ゼ ロ の 実 現 　 ■ 地 域 の 力 を 高 め る コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り
■ 上 下 水 道 の 整 備 　 ■ 交 通 安 全 対 策 の 推 進

⑩ 災 害 に 強 い 県 土
大 規 模 災 害 な ど の 危 機 か ら 県 民 を 守 る た め の 体 制 強 化 や 、 原 子 力 安 全 対 策 を 進
め ま す 。
■ 地 域 防 災 力 の 強 化 ・ 減 災 対 策 の 推 進 　 ■ 危 機 に 強 い ラ イ フ ラ イ ン の 整 備 　
■ 治 山 ・ 治 水 対 策 の 強 化 　 ■ 原 子 力 安 全 対 策 の 徹 底 　 ■ 危 機 管 理 体 制 の 充 実
■ 緊 急 輸 送 道 路 等 の 防 災 機 能 拡 充

⑪ 次 世 代 を 担 う 「 人 財 」
「 知  ・  徳  ・  体 」 の バ ラ ン ス の と れ た 教 育 を 推 進 す る と と も に 、 グ ロ ー バ ル 社 会
で 活 躍 す る 「 人 財 」 を 育 成 し ま す 。
■ 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 ・ 技 術 の 定 着 　 ■ 英 語 教 育 ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 の 充 実
■ ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ の 醸 成 　 ■ 郷 土 教 育 の 推 進

⑫ 魅 力 あ る 教 育 環 境
茨 城 の 将 来 を 支 え リ ー ド す る 多 様 な 人 財 を 育 成 す る た め 、 Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 先 進 県 を
目 指 し ま す 。
■ Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 指 導 力 の 向 上 　 ■ 正 し い メ デ ィ ア と の つ き あ い 方
■ 時 代 の 変 化 に 対 応 し た 学 校 づ く り

⑬ 日 本 一 、 子 ど も を 産 み 育 て や す い 県
幼 児 教 育 ・ 保 育 サ ー ビ ス の 充 実 や 教 育 費 の 負 担 軽 減 な ど 、 子 育 て 支 援 を 進 め ま す 。
■ 結 婚 支 援 　 ■ 待 機 児 童 ゼ ロ の 実 現 　 ■ 教 育 費 の 負 担 軽 減 　 ■ 子 ど も の 貧 困 対 策
■ 安 心 し て 子 育 て が で き る 環 境 の 整 備

⑭ 学 び ・ 文 化 ・ ス ポ ー ツ ・ 遊 び を 楽 し む 茨 城
生 涯 学 習 へ の 取 組 や 、 文 化 ・ ス ポ ー ツ ・ 遊 び を 楽 し む 環 境 づ く り を 推 進 し ま す 。
■ 生 涯 学 習 ・ リ カ レ ン ト 教 育 の 推 進 　 ■ 文 化 芸 術 の 振 興
■ す る ・ 見 る ・ 支 え る ス ポ ー ツ の 支 援 　 ■ 遊 び あ る 楽 し い 生 活 ス タ イ ル

⑮ 人 権 を 尊 重 し 、 多 様 性 を 認 め 合 う 社 会
誰 も が 能 力 を 発 揮 で き 、 人 権 が 尊 重 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 多 様 性 を 認 め 合 う 共 同 参
画 の 取 組 を 推 進 し ま す 。
■ 外 国 人 の 生 活 環 境 の 充 実 　 ■ ダ イ バ ー シ テ ィ 社 会 の 構 築 　
■ い じ め を 生 ま な い 社 会 づ く り

1. 新 し い 豊 か さチ ャ レ ン ジ 2. 新 し い 安 心 安 全チ ャ レ ン ジ 3. 新 し い 人 材 育 成チ ャ レ ン ジ 4. 新 し い 夢 ・ 希 望チ ャ レ ン ジ

⑯ 魅 力 度 № 1 プ ロ ジ ェ ク ト
茨 城 ブ ラ ン ド の 国 内 外 へ の 情 報 発 信 力 の 強 化 、 ブ ラ ン ド カ の 向 上 を 図 り ま す 。
■ 重 要 Ｐ Ｒ テ ー マ 「 観 光 誘 客 」 「 農 林 水 産 物 の ブ ラ ン ド 化 」 「 企 業 誘 致 」 の 戦
略 的 な 国 内 外 へ の 情 報 発 信
■ ト ッ プ セ ー ル ス の 推 進

⑰ 世 界 に 飛 躍 す る 茨 城 へ
県 産 品 の 輸 出 を 促 進 す る と と も に 、 ベ ン チ ャ ー 企 業 の 支 援 な ど に よ り イ ノ ベ ー
シ ョ ン の 拠 点 の 形 成 を 図 り ま す 。
■ 県 産 品 ・ 工 業 製 品 の 輸 出 強 化 　 ■ 若 者 へ の 起 業 家 教 育 ・ ベ ン チ ャ ー 支 援

⑱ ビ ジ ッ ト 茨 城 ～ 新 観 光 創 生 ～
本 県 の 新 た な 魅 力 づ く り を 進 め 、 国 際 交 流 の 活 性 化 を 推 進 す る こ と に よ り 、 新
た な 観 光 創 生 を 目 指 し ま す 。
■ イ ン バ ウ ン ド の 取 り 込 み 　 ■ 外 国 ク ル ー ズ 船 の 誘 致
■ 里 山 ・ 海 浜 リ ゾ ー ト な ど 新 し い 観 光 の 創 造 　 ■ 都 市 公 園 の 魅 力 の 向 上

⑲ 茨 城 国 体 ・ 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 、 東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク の 成 功
受 入 体 制 の 整 備 、 機 運 の 醸 成 や 運 営 ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成 な ど を 進 め 、 大 会 を 成
功 へ 導 き ま す 。
■ 県 民 総 参 加 の 機 運 の 醸 成 　 ■ ス ポ ー ツ イ ベ ン ト を 契 機 と し た 魅 力 発 信
■ 会 場 や 周 辺 道 路 な ど の 環 境 整 備

⑳ 活 力 を 生 む イ ン フ ラ と 住 み 続 け た く な る ま ち
広 域 ネ ッ ト ワ ー ク を は じ め と し た 社 会 資 本 を 整 備 す る と と も に 、 人 に や さ し い
魅 力 あ る ま ち づ く り を 進 め ま す 。
■ 道 路 や 鉄 道 な ど の 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備
■ 空 と 海 の ゲ ー ト ウ ェ イ 機 能 の 強 化
■ 安 全 で 快 適 な 生 活 環 境 づ く り 　 ■ 地 域 資 源 を 活 か し た 魅 力 あ る ま ち づ く り

w e b サ イ ト 　 h t t p s: / /i- s hi k ai. c o m
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会 　 　 長 　 柴 　 　 　 和 　 伸
理 事 長 　 小 　 沼 　 紀 　 男
常 務 理 事 　 足 　 立 　 信 　 幸

（ セ ン タ ー 長 ）

本 部 事 務 所 ／ 〒 3 1 0 － 0 8 5 2 　 水 戸 市 笠 原 町  9 7 8 － 3 0

　 　 　 　 　 　 T E L 0 2 9 － 3 0 5 － 7 3 0 0  ㈹ 　 F A X 0 2 9 － 3 0 5 － 7 3 1 0

県 南 事 務 所 ／ 〒 3 0 0 － 2 6 5 5 　 つ く ば 市 島 名  2 9 2 0 （ 万 博 公 園 西 Ｆ 2 8  街 区  6 ）

　 　 　 　 　 　 T E L 0 2 9 － 8 8 6 － 3 2 1 1  ㈹ 　 F A X 0 2 9 － 8 8 6 － 3 2 1 2

県 西 事 務 所 ／ 〒 3 0 6 － 0 1 2 5 　 古 河 市 仁 連  1 9 2 1 － ４

　 　 　 　 　 　 T E L 0 2 8 0 － 7 5 － 2 6 0 0  ㈹ 　 F A X 0 2 8 0 － 7 5 － 2 6 0 3
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会 　 長 　 柴 　 　 和 伸 　 　 　 　 副 会 長 　 大 平 　 時 彦 　 　 　 　 副 会 長 　 舟 幡 　 　 健

茨 城 県 解 体 工 事 業 協 同 組 合

茨 城 県 型 枠 事 業 協 同 組 合

茨 城 県 管 工 事 業 協 同 組 合 連 合 会

（ 一 社 ） 茨 城 県 空 調 衛 生 工 事 業 協 会

茨 城 県 建 設 室 内 工 事 業 協 会

（ 一 社 ） 茨 城 県 建 築 士 会

（ 一 社 ） 茨 城 県 建 築 士 事 務 所 協 会

茨 城 県 左 官 工 業 連 合 会

（ 一 社 ） 茨 城 県 消 防 設 備 協 会

（ 公 財 ）  茨 城 県 水 質 保 全 協 会

茨 城 県 石 材 業 協 同 組 合 連 合 会

（ 一 社 ）  茨 城 県 設 備 設 計 事 務 所 協 会

（ 一 社 ）  茨 城 県 造 園 建 設 業 協 会

茨 城 県 デ ィ ス プ レ イ 協 同 組 合

茨 城 県 鉄 筋 業 協 同 組 合

茨 城 県 鐵 構 工 業 協 同 組 合

茨 城 県 電 気 工 事 業 工 業 組 合

（ 一 社 ）  茨 城 県 電 設 業 協 会

茨 城 県 塗 装 工 業 組 合

（ 一 社 ）  茨 城 県 鳶 ・ 土 木 工 業 会

茨 城 県 板 金 工 業 組 合

茨 城 県 防 水 工 事 業 連 合 会

茨 城 県 木 材 市 場 協 同 組 合

茨 城 県 木 材 協 同 組 合 連 合 会

（ 一 財 ）  茨 城 県 建 築 セ ン タ ー

茨 城 県 建 築 関 連 団 体 交 流 会

理 　 事
　 〃
　 〃
監 　 事
　 〃

石 　 津 　 正 　 美
株 　 木 　 貴 　 史
大 　 貫 　 茂 　 男
伊 　 東 　 久 　 夫
大 　 橋 　 一 　 博

一 般 社 団 法 人

茨 城 県 建 設 業 協 会
水 戸 市 大 町 3 丁 目 1 番 2 2 号 　 T E L 0 2 9 － 2 2 1 － 5 1 2 6 ㈹
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私 た ち は 地 域 の 安 全 ・ 安 心 を 守 る
「 地 域 の 守 り 手 」 と し て の 役 割 を 担 い ま す

副 会 長 　 細 　 谷 　 武 　 史 副 会 長 　 下 　 田 　 德 　 行

副 会 長 　 秋 　 山 　 光 　 伯 副 会 長 　 小 　 林 　 伸 　 行

副 会 長 　 大 　 藤 　 博 　 文 副 会 長 　 新 　 井 　 　 　 孝

他  会 員 一 同

会 　 長 　 石 　 津 　 健 　 光


